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受益者負担の現状（公共施設白書より抜粋） 

平成 24年 2月 20 日 公共施設再配置推進課作成 

 

【管理運営経費の財源】 

一般財源
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【公共施設の利用頻度】 

(単純集計)

1回又は
数回
41.4%

利用なし
23.8% 定期的

34.8%

 

 

【有料施設と無料施設の比較】 
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【公共施設の管理運営コスト】 

《不特定の市民が利用する施設》 

高い施設 低い施設 順 

位 施設名 金額(円/人･日) 施設名 金額(円/人･日) 

1 はだのこども館 3,032(※１) 鶴巻温泉弘法の里湯 △275 

2 自然観察の森・緑水庵 2,195 渋沢駅北口駐車場 △210 

3 市民活動サポートセンター 2,112(※２) 片町駐車場 △60 

4 表丹沢野外活動センター 1,532(※３) 秦野駅北口自転車駐車場 △25 

5 里山ふれあいセンター 1,401 交通公園 58 

6 文化会館 1,057 テクノスポーツ広場 59 

7 くずはの家 1,051 寺山スポーツ広場 85(※４) 

8 渋沢児童館 1,013 老人いこいの家ほりかわ荘 103 

9 上公民館 924 老人いこいの家すずはり荘 109 

10 谷戸児童館 830 老人いこいの家かわじ荘 

田原ふるさと公園 

110 

 

《学校等》 

高い施設 低い施設 順 

位 施設名 金額(円/人･日) 施設名 金額(円/人･日) 

1 上幼稚園 8,148 西中学校 317 

2 鈴張保育園 6,462 南小学校 403 

3 広畑保育園 5,751 本町中学校 404 

4 本町保育園 5,399 北中学校 443 

5 鶴巻保育園 5,330 大根中学校 453 

6 つるまきだい幼稚園 4,474(※５) 南が丘小学校 506 

7 渋沢保育園 4,336 西小学校 514 

8 大根幼稚園 3,377 末広小学校 530 

9 みなみがおか幼稚園 3,355 渋沢中学校 543 

10 みどり幼稚園 2,805 南が丘中学校・鶴巻小学校 558 

※ 県費負担教職員の人件費を含めると、公共施設概要調査の結果を基にした教育委員会の試算

では、小学校は平均 2,427 円/人･日、中学校は平均 3,194 円/人･日となり、これに対し幼稚

園は、県費負担はなく、平均 2,267 円/人･日となります。 

 

 

※１ 耐震補強工事の経費を差し引くと、1,229 円/人･日となります。 

※２ はだのこども館の耐震補強工事により、曽屋ふれあい会館に仮移転していることから、平

年より利用者が減少しています。 

※３ 表丹沢野外活動センターは、開館初年度であり、通年開館ではありません。 

※４ 借地にかかる固定資産税減免額の影響は除いています。 

※５ 幼保一体化工事の経費を差し引くと、2,861 円/人･日となります。 
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【利用者アンケートの結果】 

問 10 公共施設は、人口増加に合わせて建設してきましたが、少子高齢化に伴い人

口と税収が減少していけば、すべての公共施設を維持することが難しくなると考え

られます。今日御利用いただいた施設を維持していくために、今まで無料であった

使用が有料となったり、大規模な修繕や建替えのための費用が使用料に上乗せされ

るとしたら、あなた(あなたの団体)は、どのように思われますか。 

回答肢 
回答 

者数 
割合 

① 施設を維持するためには、利用者

の負担がある程度増えることは仕方

がない 

366 47.2% 

② 利用者の負担が増えることには反

対であり、税金の負担で施設を維持

できるようにしてほしい 

266 34.3% 

③ 利用者の負担が増えるのはいやな

ので、施設がなくなっても仕方がな

い 

15 1.9% 

④ その他 31 4.0% 

⑤ わからない 46 5.9% 

不明無回答 52 6.7% 

合計 776 100.0% 

ﾜｶﾗﾅｲ
5.9%

不明・
無

6.7%その他
4.0%

施設無
1.9%

税維持
34.3%

利用増
47.2%

 

 

【市民アンケートの結果】 

問 7 税収が減る中で公共施設を維持するためには、経営努力を行うことはもちろん

のことですが、今まで無料であった施設を有料としたり、大規模な修繕や建替えの

ための費用を使用料に上乗せしなければならなくなることも考えられます。 

このことについて、あなたは、どのように思われますか。あなたの考えに最も近

いものを一つ選んでください。 

回答肢 
回答 

者数 
割合 

① 利用者の負担を増やすことは当然

である。 
123 40.7% 

② 利用者の負担は増やさず、税金の

負担で維持するべきである。 
48 15.9% 

③ 今の利用者の負担で維持できない

施設は、なくなっても仕方がない。 
104 34.4% 

④ 公共施設は使わないので、どうな

ってもよい。 
5 1.7% 

⑤ その他 22 7.3% 

合 計 302 100.0% 

どう
なって
もいい
1.7%

その他
7.3%

税金で
維持
15.9%

利用者
負担増
40.7%なくなっ

ても仕
方ない
34.4%
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【図-2-1-10 本町公民館の管理運営費と財源の内訳】 
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【図-2-1-15 堀川公民館の受益者負担割合】 
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【図-2-4-8 使用料収入が管理運営費に占める割合】 
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【表-2-4-2 運動施設の使用料等負担額】 

施設名 使 用 料 負 担 額(Ａ) 一般財源負担額(Ｂ) 比率(Ｂ/Ａ) 

総合体育館 91 円/日･人 257 円/日･人 2.82 

中央運動公園 98 円/日･人 268 円/日･人 2.73 

おおね公園 220 円/日･人 422 円/日･人 1.92 

サンライフ鶴巻 92 円/日･人 251 円/日･人 2.73 

中野健康センター 108 円/日･人 620 円/日･人 5.74 

 

【図-4-3-8 公共施設の使用料減免利用】 
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